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本講座の目的 

 目的 

 業務効率化の必要性を理解したうえで、ICT やロボットをまず使ってみようという

考えを持ち、職場での業務効率化の取り組みの中心になっていただくこと。 

 ゴール 

 「試しに介護ロボットを使ってみるか」と思っていただく。 

 同僚に介護ロボットの必要性を語れる。 
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なぜ介護ロボットが必要とされているのか？－人口構成 
 

◎ 日本の生産年齢人口（15～64 歳）は、2015 年には約 7,700 万人まで減少、介護業界だけではなく全産業で業務効率化が重要となる。 

また、高齢社会も深刻化する。 

 

出典：厚生労働省「日本の将来推計人口」  
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なぜ介護ロボットが必要とされているのか？ －介護職員の人数 
 

◎ 高齢社会の深刻化に伴い介護ニーズは急激に高まっていくが、特に介護業界は人材確保が難しく、2025 年には 26 万人の職員不足が予想

されている。 

 

 

 

 
参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月） 
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なぜ介護ロボットが必要とされているのか？ －介護人材の確保 
 

◎ 行政としても介護業界の防止や定着促進のために、介護ロボット・ICT の活用など生産性の向上を大きなテーマとして推進している。 

 
参考：厚生労働省「介護人材の確保・介護現場の革新（参考資料）」https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000531297.pdf（令和元年7月26日） 
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なぜ介護ロボットが必要とされているのか？ －介護人材の確保 
 

◎ 行政を中心に、介護ロボット/ICT の導入等による業務効率化に加え、マネジメントモデルの構築、人材の確保や定着のための対策などを業

界として一体的に進める。 

参考：厚生労働省「介護人材の確保・介護現場の革新（参考資料）」https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000531297.pdf（令和元年７月 26 日）  
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なぜ介護ロボットが必要とされているのか？ －介護ロボットとは? 
 

◎ 介護ロボットは導入すれば良いのではなく、ケアの質向上や職員負担を軽減させることが目的。みなさんが何のために導入するのかを考え

て主体的に使うことが大切。 

 

 

 

 介護ロボットの定義 

 以下を満たす知能化した機械システム 

· 情報を感知（センサー系） 

· 判断し（知能・制御系） 

· 動作する（駆動系） 

 ロボット技術が応用された、利用者の自立支援や

介護者の負担の軽減に役立つ介護機器を介護ロ

ボットと呼ぶ 
（厚生労働省「介護ロボットの開発・普及の促進 HP） 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月） 
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現状の職場環境 －今の職場を振り返る 
 

◎ 忙しさが故に…雑に置かれた書類、居室内が見えないことへの不安、大量な書類記入や転記が多い、急な利用者さんからの依頼に対応し

なくてはならないなど、毎日どうにか業務を終わらせている・・・ 

 

【職場のイメージ】 【3M で整理したイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月） 
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現状の職場環境 －介護ロボットなどを導入するのが難しい理由 
 

◎ 介護ロボットの導入が進まない理由として「介護ロボットや ICT は難しいと諦めている」「今じゃなくても良いという気持ち」「現状維持への安心

感」が考えられる。 

 

【導入しない理由】 【目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒導入することでのメリットを理解し、チームで全体で計画に沿った導入へ取り組むことが大切ではあるが、 

あまり難しく考えずにすぐに導入できるものを使ってみるのも大切！  

介護ロボットや ICTは

難しいと諦めている 

今じゃなくても良いと

いう気持ち 

現状維持への 

安心感 

· 「私には、IT や ICT、パソコンなどを使うの

は無理。」 

· 「ずっとこの方法でやっているので変えられ

ない。」 

· 「この忙しい時にやらないで欲しい。」 

· 「落ち着いたらみんなで取り組みましょう。」 

· 「今対応できているのだからわざわざ変え

る必要はないと思う。」 

· 「すぐメモも取れ、気持ちも伝わる紙が一番

良い。」 

· まずは取り組んでみる気持ちを持ち、簡単なも

のから導入する。また、チームで取り組み、苦

手な方をサポートする。 

· 職員全員で今行うべきことを理解し、導入のス

ケジュールを立て、職員全員で支え合いなが

ら取り組む。 

· そのロボットを導入することで得られるメリット

を理解し、計画を立てて導入を進める。 
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現状の職場環境 －（参考）業務効率化の進め方 
 

◎ 業務効率化へ向けたステップなどは行政の資料などでもまとめられている。大切なのは目的（利用者さんへのケアの質を上げることなど）を

忘れないこと！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒利用者さんのために導入できそうなものを中心に事例をご紹介！ 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 

厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －理想的な業務環境 
 

◎ 無駄な作業や見守りなどの業務を介護ロボットや ICT に任せ、職員が安心して利用者さんとの時間を増やせる状態を目指す。注力すべき仕

事に力を発揮できる。 

 

【職場の改善イメージ】 【改善のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 

厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －身近なロボットを導入する 
 

◎ 介護ロボットを導入しようと考えると難しく感じるかもしれないが、業務を“楽”にしようという気持ちと、取り入れられるものを取り入れることが

大切。 

 業務効率化を実現することが、結果として利用者さんのためになる！ 

 

 

 

 お掃除ロボット「ルンバ」の導入事例 

 デイサービス職員さんを見て職員数に限りがあるのに… 

残業しながら掃除。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒このイメージを持ちながら、ロボットを見てみましょう！ 
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（スマホの活用） 
 

◎ 事務所内での書類の記入はどうしても利用者様から目が離れます。タブレットやスマホを導入することで、どこでもいつでも記録が可能にな

る。 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（記録システム） 
 

◎ 書き間違えや写し間違いは、デジタル機器を使うことでなくなります。また、写真や動画での記録や音声入力も可能となり、紙にかかるコスト

も削減できる。 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 

厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（転記作業の削減） 
 

◎ 事業所内にタブレットがあれば過去の記録を見るために書庫に行くこともなく、業務効率化はより効果が高まる。結果として、利用者様のた

めに時間を使える。 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  



~ 15 ~ 
 

目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（マッスルスーツ） 
 

◎ 導入することで腰痛が軽減でき、利用者様の申し訳ない気持ちも減らせる可能性がある。装着に時間がかかるという声も多かったが、現在

は改善が進んでいる。 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 

厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（移乗サポート） 
 

◎ 介護ロボットを利用することで利用者様の自立支援へ繋がり、職員の負担を軽減するだけでなく、利用者様のためにもなる介護ロボットの導

入事例。 

 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 

厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月） 
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（排尿予測機器など） 
 

◎ 排泄など事前に利用者様の状況が分かることで準備もでき、職員の負担が軽減できる。また、利用者様にとっての自立支援にも繋がる可能

性がある。 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（見守りセンサー） 
 

◎ 巡視の回数を減らすことができ、職員負担が減らせる。また、利用者様にとっても夜間に起こされることなどがなくなり、良い環境が構築でき

た。 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（見守りセンサー） 
 

◎ 急なナースコールに対して、状況が居室のドアを開けないとわからないという状況ではなく、事前に状況が分かるので安心して、迅速かつ的

確な対応ができる。 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月）  
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目指すべき職場環境と具体的な取り組み －事例紹介（見守りセンサー） 
 

◎ 自動で取得した利用者様の行動履歴や身体の変化などをもとに、リスクが事前に予測できる。（事前に計画を立てることで個人情報を配慮し

て実現。） 

参考：厚生労働省老健局「より良い職場・サービスのために今日からできること（業務改善の手引き）」https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/000487520.pdf（平成 31 年 3 月） 
厚生労働省「介護ロボットの効果的な活用のための手引き」https://www.mri.co.jp/project_related/roujinhoken/uploadfiles/h30/H30_100_3_handbook.pdf（平成 31 年 3 月） 
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まとめ 
 

 介護ロボットの必要性を理解 

 介護ロボットの具体的なイメージ 

 試しにできるものから導入することの重要性 

 職場などでは目的を明確にしながら、職員さんのため、利用者さんのためと思える

ものを導入する 

 皆さんで協力して進めてみることが重要！ 

 是非、明日から何かロボットなど新しいものを取り入れてみてください 

 

 

 


